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プロ野球人としての父・赤嶺 昌志

外山　弥生（赤嶺 昌志氏 長女）

私の父、赤嶺 昌志が日本職業野球連盟の名古屋軍に入ったのは、まだ太平洋戦争が始まらない時で

した。“プロ野球”ではなくて“職業野球”、しかも名古屋“軍”というところに、時代を感じます。父

は早速、チーム強化に力を注ぎ、自分の出身地、九州を中心に、有望な選手をスカウトしました。小鶴

誠、金山 次郎、石丸 藤吉、三村 勲、大澤 清たちが集まりました。“遠征”と称されていた地方での

試合には同行し、合宿での麻雀を禁じたりしたそうです。

そのうちに戦争が始まりました。“ストライク”“ボール”の審判用語が“よし”“だめ”と替ったり

しましたが、戦況が厳しくなって、野球どころではなくなり、父はチームを預かって、選手たちと一緒

に理研株式会社に引き取ってもらいました。昼休みに各課の課長が歌を歌って、会社中にスピーカーで

流すことになりました。前の晩に、“愛国行進曲”を歌うから教えてくれと父は私に頼んだのですが、

父は大音痴ですから、何回教えてもどうにもなりません。次の日、父の歌が会社中に流れた時、「オレ

はあんまり恥ずかしいから、テーブルの下にもぐりこんだよ」と、ひょうきんな金山さんはその後も繰

り返して私たちを笑わせました。父と選手たちは肉親同様に親しくなり、父は“じいさん”と呼ばれ、

彼らにお子さんが生まれると、頼まれて名前を考えたりしていました。

やがて終戦となり、プロ野球も再開です。もう“職業野球”ではなく“プロフェッショナル・ベース

ボール”、略して“プロ野球”です。広島に新しいチームを作ることになりました。“フランチャイズ”

という考えがアメリカから入ってきたのです。広島から父に相談があったようです。ドラゴンズも愛知

県色の強いチームにしたかったのでしょう。地元出身でない父たちは居心地が悪くなり、選手たちは広

島の新チームへ移ることになりました。これが“赤嶺旋風”と野球雑誌などで書き立てられる騒ぎとな

りました。「弱すぎるチームがあってはいけない。今にわかってもらえる」と父は淋しそうでした。そ

して蔭から、広島のチーム強化に協力していました。「チーム名を元気のよい“鯉”にしたいそうだ。

“鯉”の英語を調べてほしい」と父に頼まれて英語の教師だった私は、「“鯉”は英語では“Carp”。魚

の名は複数形にもＳをつけないのよ」と答えました。

また、広島県出身、アメリカのフレスノ市在住の銭村氏の令息ケンゾウ、ケンシ兄弟が優秀な選手で、

かれらを“カープ”に招聘したいというので、何度も英文の手紙を書いて実現させたのも私でした。彼

らが来日の時には、父と非公式に出迎えに行きました。

父はこうして戦前、戦中、戦後と日本のプロ野球の発展のために働きましたが、その中で最大の仕事

と私がひそかに誇りに思っているのは、日本プロ野球協約を作成したことと、野球体育博物館の設立に

携わったことです。

日本プロ野球協約を作るには、まずアメリカの協約を翻訳しなければなりません。郡司 利男氏とい

う、非常に優れた英語力の持ち主で、当時は東京文理科大学の大学院生、後に筑波大学教授になった方

に翻訳をお願いしました。訳文の第一稿が出来上がると、父は郡司氏と曜日を決めて、逐一、訳文を検

討しました。父はこの仕事に全力投球したせいか、次の仕事である、野球体育博物館設立に取りかかっ

た頃には、ほとんど視力を失っていました。

野球体育博物館は、アメリカの“野球の殿堂”を手本にしました。廣瀬 謙三氏に初代主事を引き受

けていただくのには時間がかかりましたが、ようやく承諾を得て、いよいよ開館の準備が整いました。

昭和34（1959）年の野球体育博物館の開館を見届けた後、父は昭和38（1963）年に66歳で他界しました。

父の没後50年、奇しくもプロ野球人としての父について、一文を書くようにとのおすすめを頂きまし

た。誠にありがたく、厚く御礼申し上げます。

コラム／博覧・博楽 矜 
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出会いに感謝、一期一会一球
競技者表彰委員　　宮田　匡二（デイリースポーツ）

昨年暮れ、大阪・梅田の料理屋で忘年会をやった。その夜は在籍した出身高校の野球部の同期に先輩後輩
合わせて20人ほどが集まり、昔話に花を咲かせた。
宴会が終わりに近づいたころ、尾藤さんの話になった。箕島高校の監督をされていた尾藤公

ただし

さんだ。我々
を指導してくれた当時の監督が、35年も前のオーダーをスラスラと諳

そら

んじ、むらっ気の多いチームを苦笑い
で振り返る中、箕島高校との練習試合の話題にチラリと触れた。
「尾藤さんには本当に感謝してるんや。大阪の、こんな無名の公立高校との練習試合を快く受けてくだ

さったんやから。縁もゆかりもない学校相手に、しかもダブルヘッダーを。感謝してもしたりんよ」
私立の強豪になど相手にされないほど存在感に乏しかったチーム。それでも全国レベルの高校に一度でい
いから胸を借りたい。その一心で和歌山まで行ったという。海べりにある学校を訪問した際、校内に尾藤さ
んの姿はなく、有田川に隔てられた川向こうにいると聞いた。ほっそりとした野球部員が居場所を教えてく
れた。翌年のセンバツ大会で優勝投手となった東 裕司さんだった。
川を渡り、ダメもとで練習試合の件を切り出すと、初対面だというのに、「ああ、いいですよ」との思い

がけない言葉が笑顔と一緒に返ってきた。うれしいと感じる前にビックリしたという。
昭和51（1976）年４月。ダブルヘッダーの第１試合は23－１で負けた。やはり完敗。力の差は想像以上

だった。２試合目は２回途中、二塁走者の私が東さんの牽制球を右こめかみに受けて退場。試合は中止に
なった。コーチの人に背負われ、意識もうろうの状態だった。ただ、尾藤さんの「ボールがよう弾んだから
大丈夫や」という声だけがはっきりと耳に残った。
その後、縁あって高校野球評論─聞き手の立場で「わが麗しの甲子園」という新聞コラムの執筆にかかわ
る機会に恵まれた。尾藤さんは、いくら弱くても全力を出し切るチームには拍手を送ったが、基本を怠るプ
レーには厳しかった。
甲子園球場の記者席からグラウンドを見つめる尾藤さんに、ある時、こんなふうに聞いてみた。もの凄く
弱い大阪の学校が箕島に乗り込んだが、辻本、東両投手をまったく打てず、何本もホームランを打たれ、挙
げ句の果てにケガ人が出て中止。その病院送りとなったのが、目の前にいる私です―と。すると尾藤さんは
笑いながらこう言った。「ああ、そうでしたか。そんなことがありましたかねえ」。さすがに覚えていらっ
しゃらなかった。
あれほどに強い箕島が、見るからに弱そうな我々を直立不動で迎え入れ、深々と頭を下げて挨拶する。ど
れだけ点を取っても手を抜こうとしない。強いチームほど『こうあらねばならない』ことを教えてくれてい
るようだった。三振した箕島の選手がベンチの上に正座させられていた。試合中に目にする初めての光景に
背筋が凍った。だが、これもまた指導のうちだと思った。当時はまだ「尾藤スマイル」などない時代だった。
「来る者は拒まず」。それが尾藤流だと聞いた。同じ普通の公立高校。根底にそんな謙虚な姿勢があった

ように思う。６年後、母校は夏の甲子園大会に出場した。奇跡が起きたと言われた。
アマチュア球界の発展に力を尽くした尾藤さん。野球の底辺にいるだけで終わった私のような者でさえ、

無形の力を与えてもらったと思っている。数え切れない人たちが、同じ思いを抱いているに違いない。
座右の銘を著書のタイトルにした「一期一会一球」。会社の机の上でブックエンドに挟まれ、直立不動で

こちらを見ている。早いもので、尾藤さんが亡くなられて、もうすぐ一年になる。

リレー随筆礦 
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